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主要な施策の成果（事務事業評価）令和３年度実績【施策コード：Ⅰ－２－（３）】あ

No. 成 果 指 標 達成度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 評価

 ① 88,030 ③ 目標値 66 21 －

 ( H26 ～ ) ② 57,228 ④ 実績値 64 21 －

 [床] 達成率 97.0% 100.0% －

 目標値 3

実績値 3

達成率 100.0%

No. 成 果 指 標 達成度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 評価

 ① 3,698 ③ 目標値 100.0 100.0 100.0

 ( H25 ～ ) ② 2,917 ④ 実績値 100.0 100.0 －

 [％] 達成率 100.0% 100.0% －

 目標値 20

実績値 20

達成率 100.0%

　　

No. 成 果 指 標 達成度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 評価

 ① 8,442 ③ 目標値 20

 ( R3 ～ R3 ) ② ④ 実績値 27

 [人] 達成率 135.0%

 目標値 5

実績値 4

達成率 80.0%

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

2

在宅医療提供体制整備事業 ①在宅医療を担う人材の育成
　・在宅医療セミナーの開催(３回)、アドバイザー派遣
　　(２回)
　・退院支援強化研修(１回)、在宅医療の看護ケア能力
　　均てん化研修(２回)､小児訪問診療対応研修(２回)、
    訪問看護ステーション管理者育成研修(１回)
②心不全対策推進事業
　  多職種による事例検討会の開催(６回)
③在宅医療推進に向けた啓発
　・人生会議に関するセミナーの開催(１回)
  ・人生会議普及啓発リーフレットの作成
　　※人生会議：自らが望む人生の最終段階における医
                療等について、前もって考え、家族等
                と話し合い、共有する取組
④在宅医療サービス充実のための施設・設備整備
　　訪問診療に必要な医療機器等の整備に対する助成
　　(補助率2/3、１件)

471

3

13,369 7,423
達成率 100.0%(0)

8,442

各在宅医療圏で在宅
医療が提供される割
合 Ａ医療政策課 337

　地域包括ケアシステムの基盤の一つである
在宅医療提供体制を強化するため、在宅医療
に携わる医療従事者等の研修を行うととも
に、訪問診療に必要な設備整備等を行う施設
等に対し助成する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

訪問看護ステーショ
ン管理者育成研修参
加者数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　在宅医療従事者の育成研修会や県民への普及啓発を行い、全
ての在宅医療圏で在宅医療が提供された。
　引き続き、県医師会や看護協会等と連携しながら普及啓発事
業を進め、在宅医療を担う医療従事者の養成や、在宅医療実施
医療機関数の増加を目指すとともに、人生会議に関する県民や
医療従事者等への普及啓発を促進する。

[人]

(0) [圏域]

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

へき地オンライン診療体制構築事業 ①離島・へき地におけるオンライン診療の実証実験
　　津久見市無垢島でのオンライン診療及びオンライ
　ン服薬指導、ドローンによる処方薬配送の実証実験
　を、津久見市医師会等と連携して実施
　（委託先：株式会社オーイーシー）

(うち国庫支出金)
実績値 6

在宅医療セミナー参
加二次医療圏数

目標値 6予算額 決算額
(うち翌年度繰越額)

　離島の患者と本土の診療所・薬局間で、オンラインによる診療及
び服薬指導の実証実験に取り組み、高齢者が操作しやすいシステム
の必要性や通信環境などの課題が把握できた。
　新型コロナウイルスへの対応として特例的に認められていた初診
からのオンライン診療が恒久化されたことから、令和４年度から
は、｢オンライン診療推進事業｣に組替え、医療従事者の理解促進や
オンライン診療実施医療機関の見える化、診療の質向上に向けたICT
デバイスの有用性確認を行うとともに、在宅医療現場等での実装を
推進する。

[機関]

目標値
予算額 決算額

離島・へき地におけ
るオンライン診療利
用患者数 Ａ医療政策課

　身近に医療機関がないへき地に暮らす県民
の受診機会を確保するため、津久見市無垢島
で地元医師会等と連携してオンライン診療の
体制構築に向けた実証に取り組む。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

離島・へき地におけ
るオンライン診療実
施医療機関数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

決算額
(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)

実績値

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　回復期リハ病棟や機能訓練室等を整備することにより、退院
後の療養生活を支援する体制整備につながった。
　引き続き、団塊の世代が75歳以上となる2025年に向け、地域
医療構想において不足すると見込まれている回復期病床の確保
を図る。
　なお、令和４年度は、完成が令和5年度以降となる回復期病床
への転換への助成（216床）を予定している。

[機関]

クラウド統合型救急
支援システム整備施
設数

目標値 30予算額

地域医療介護総合確保施設設備整備事業 ①回復期病棟等施設設備整備事業
　　回復期病棟の増築・改修等に必要な施設・設備整
　備への助成（補助率2/3、３機関）

②病床機能再編支援事業
　  病床機能の再編に自主的に取り組む医療機関への
  助成（定額補助、４機関）

③クラウド統合型救急支援システム整備事業
　  救急搬送時に使用する遠隔画像伝送システム等の
  機能強化への助成（補助率2/3、30施設）

④地域医療情報連携ネットワーク構築事業
　  病院や診療所、薬局等の診療情報等を共有する地
  域医療情報ネットワークの構築への助成
 （補助率2/3、２件）

35,530 急性期から回復期へ
機能転換した病床数

Ａ医療政策課 18,406

　地域における総合的な医療提供体制を確保
するため、地域医療介護総合確保基金を活用
し、回復期病床への転換など病床の機能分化
等に関する施設・設備整備を行う医療法人等
に対し助成する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

回復期病棟等整備医
療機関数

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

1

30
378,658 203,527

達成率 100.0%(0) (0) [施設]

達成率(0) (8,442)

(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)
実績値

9,409
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主要な施策の成果（事務事業評価）令和３年度実績【施策コード：Ⅰ－２－（３）】あ

No. 成 果 指 標 達成度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 評価

 ① 73,281 ③ 目標値 100.0 100.0 100.0

 ( S36 ～ ) ② 34,818 ④ 実績値 97.0 100.0 －

 [％] 達成率 97.0% 100.0% －

 目標値 20

実績値 19

達成率 95.0%

No. 成 果 指 標 達成度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 評価

 ① 101,542,892 ③ 目標値 14 18 18

 ( H30 ～ ) ② 14,187,780 ④ 実績値 18 18 －

 [市町村] 達成率 128.6% 100.0% －

 目標値 18

実績値 18

達成率 100.0%

No. 成 果 指 標 達成度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 評価

 ① 40,006 ③ 目標値 41 53 65

 ( H22 ～ ) ② 478 ④ 実績値 41 53 －

 [人] 達成率 100.0% 100.0% －

 目標値 20

実績値 0

達成率 0.0%

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

4

へき地医療対策事業 ①へき地医療に要する設備整備への助成
　・対象機関：へき地医療拠点病院、へき地診療所
　・対象経費：医療機器、巡回診療車、給水設備等
　・補 助 率：1/2～10/10
②へき地診療所の運営費への助成
　・対象機関：へき地診療所
　・対象経費：診療所の運営に要する経費
　・補 助 率：2/3
③へき地への巡回診療、代診医等派遣に対する助成
　・対象機関：へき地医療拠点病院
　・対象経費：巡回診療や代診医等派遣に要する経費
　・補 助 率：10/10
④へき地医療支援機構運営事業
　　へき地医療支援に係る調整及びへき地医療拠点病
　院に対する指導、調整
　
　

33,569

へき地医療拠点病院に
よる巡回診療、代診医
等派遣の実施数

目標値 428予算額 決算額

達成率 97.0%(0) (99,779)

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容

(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)
実績値 415

142,391 142,103

代診医等派遣要請対
応率

Ａ医療政策課 139

　地域の人々が、どこでも適切に医療を受け
られる体制を整備するため、代診医等の派遣
調整を行うとともに、へき地医療拠点病院が
行う巡回診療・代診医等派遣、へき地診療所
の運営及び医療機器の整備等に係る経費を助
成する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

巡回診療、代診医等
派遣を実施した医療
機関数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　へき地医療拠点病院が実施する巡回診療や代診医等派遣によ
り無医地区等の住民の受療の機会が確保されるなど、地域の実
情に応じたへき地医療が確保された。
　これらの取組を継続するとともに、今後は、オンライン診療
の普及も進め、へき地における医療提供体制を維持していく。

[機関]

[回]

主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

5

国民健康保険事業特別会計 ①保険給付費等交付金
　　国民健康保険法に基づき、療養の給付等の国民健
　康保険事業に要する経費を市町村へ交付
②後期高齢者支援金等
　　高齢者の医療の確保に関する法律に基づき、後期
　高齢者医療に係る保険給付費の大分県負担分を社会
　保険診療報酬支払基金に納付
③介護納付金
　　介護保険法に基づき、介護保険第２号被保険者に
　係る介護納付金の大分県負担分を社会保険診療報酬
　支払基金に納付
④データヘルス推進事業
　・保険・医療・介護データの個人レベルでの分析
　・特定健診、がん検診の受診率向上に向けた普及啓
　　発

4,653,825

目標値
予算額 決算額

達成率(0) (35,154,177)

分析結果に基づいた
施策を立案したモデ
ル市町村数 Ａ国保医療課 35,448

　市町村国保の安定的な財政運営や効率的な
事業実施を確保するため、県が中心的な役割
を果たし、市町村と国保運営を行う。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

国保・保健・介護関係課
連携によるデータ連結に
取り組んだモデル市町村
数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　生活習慣病未治療者への受診勧奨やハイリスク者への保健指
導などの保健事業を行うため、健診･医療レセプトデータの分析
結果から生活習慣病リスクの高い対象者を把握し、必要な支援
を実施した。新型コロナウイルス感染拡大の影響による受診控
えがみられることから、引き続き、データ分析結果を活用し、
医療機関への適切な受診継続や健診への受診勧奨を促す普及啓
発を行うとともに、効果的な保健事業を推進する。

[市町村]

(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)
実績値

124,662,353 124,523,101

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

6

地域医療教育・研修推進事業 ①地域医療支援センターの運営
　・委託先：大分大学医学部地域医療学センター
　・委託内容：地域医療提供体制の把握・分析
　　　　　　　人材育成
　　　　　　　医師の配置調整
　　　　　　　臨床研修病院見学バスツアー　など

②地域医療研修会の開催
　・対象：自治医科大学及び地域枠医学生
　・内容：へき地診療所等での体験研修(１回、25人)

地域医療研修会参加
人数

目標値 80予算額 決算額
(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)

実績値 25
51,573 40,484

臨床研修を修了した地
域枠医師の県内医療機
関への配置調整数 Ａ医療政策課

　地域医療に携わる医師の育成・確保を図る
ため、地域医療支援センターを設置し、医師
や医学生などに研修を行うほか、地域中核病
院等への医師配置調整や研修医等の確保に取
り組む。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

臨床研修病院バスツ
アー参加人数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　新型コロナウイルス感染症の影響により、臨床研修病院バス
ツアーや地域医療研修会は予定どおりに実施することができな
かったが、地域医療支援センターを通じて、臨床研修を修了し
た地域枠医師の県内医療機関への配置は予定どおり実施するこ
とができた。
　今後は、オンラインでの見学会や研修を組み込むことで、地
域枠医師の県内定着や県外からの即戦力医師の確保を目指す。

[人]

[人] 達成率 31.3%(0) (0)
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主要な施策の成果（事務事業評価）令和３年度実績【施策コード：Ⅰ－２－（３）】あ

No. 成 果 指 標 達成度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 評価

 ① 93,394 ③ 目標値 14 17 36

 ( H19 ～ ) ② ④ 実績値 14 25 －

 [人] 達成率 100.0% 147.1% －

 目標値 79

実績値 79

達成率 100.0%

No. 成 果 指 標 達成度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 評価

 ① 35,100 ③ 目標値 90.0 90.0 90.0

 ( R2 ～ ) ② 6,000 ④ 実績値 95.7 100.0 －

 [％] 達成率 106.3% 111.1% －

 目標値 19

実績値 22

達成率 115.8%

No. 成 果 指 標 達成度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 評価

 ① 33,625 ③ 目標値 8 8 8

 ( H20 ～ ) ② ④ 実績値 8 8 －

 [人] 達成率 100.0% 100.0% －

 目標値 3

実績値 3

達成率 100.0%

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

7

おおいた医学生修学サポート事業 ①大分県医師修学資金の貸与
　・対象：大分大学医学部地域枠学生
　・定員：13名
　・貸与金額：7,096,800円/６年
　・返還免除要件：貸与期間の1.5倍の期間、県が指
　　　　　　　　　定する医療機関で医師として勤務

目標値
予算額 決算額

(うち翌年度繰越額)

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

9

おおいた地域医療支援システム構築事業 ①地域医療支援システムの運用
　・大分大学医学部における指導体制の構築
　　　専任医師の配置（小児科：２人、産婦人科：１
　　人）による、小児科、産婦人科の教育・研修環境
　　づくりと人材育成プログラムの研究開発・運用
　・共同研究参加市町村への医師の派遣
　　　地域医療の充実を図るため、大分大学の専任医
　　師の指導の下、参加市町村内の病院に対し小児科
　　医や産婦人科医を派遣
　（医師派遣数）
　　　中津市民病院：小児科３人、産婦人科３人
　　　国東市民病院：小児科１人
　　　杵築市立山香病院：小児科１人

(うち国庫支出金)
実績値

93,395 93,394
達成率(0)

[人]

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

8

医師偏在解消推進事業 ①大分県医師研修資金の貸与
　　地域中核病院や小児科・産婦人科で専門研修を行
　う医師に対する研修資金の貸与（22人）
　　・貸与額：15万円/月
　　・貸与期間：３年間上限
　
②大分県医師留学資金の助成
　　地域中核病院や小児科・産婦人科に勤務する医師
　が、診療技術修得のために行う研修費用の助成
　（補助率1/2、３人）

③総合的な医師確保対策
　・地域医療対策協議会の開催（２回）
　・無料職業紹介所「ドクターバンクおおいた」の運
　　営
　・臨床研修病院合同説明会の開催（１回）

351

小児科・産婦人科医
の医師派遣数

Ａ医療政策課

　小児科・産婦人科の医師不足の解消を図る
ため、県内の地域医療の状況に精通し、優れ
た医療人材を有する大分大学医学部と連携し
て、地域の中核病院の小児科医や産婦人科医
を支援するシステムを運用する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

人材育成プログラム
の研究開発・運用を
行う専任医師数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

達成率 100.0%(0) (0) [市町村]

地域枠卒業医師の地
域勤務者数

Ａ医療政策課

　地域の医師不足の解消を図るため、地域医
療への貢献を志す県内出身の医学生に対し
て、修学資金を貸与する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

大分県医師修学資金
貸与者数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　地域医療を担う医師の育成が進み、地域の中核病院で勤務す
る医師は大幅に増加した。
　引き続き、本事業の実施を通じて医師の確保を図るととも
に、令和４年度からは、地域枠卒後３年目の医師に地域勤務を
義務づけるよう運用の見直しを行うことで、地域偏在の解消を
一層促進する。

[人]

(0)

　小児科・産婦人科の医師不足が深刻な地域の中核病院に、大
分大学に所属する医師を計画どおりに派遣することができた。
　今後も、大分大学医学部と連携して、地域における小児科医
や産婦人科医の確保に努める。

(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)
実績値 3

33,625 33,625

研修資金貸与終了者
（直近５年間）の県
内定着率 Ａ医療政策課

　地域医療を担う医師の確保及び地域や診療
科の偏在解消を図るため、地域の中核的な病
院や小児科・産婦人科で専門研修を行う医師
に対して研修資金を貸与するほか、臨床研修
医の確保に向け医学生と病院とのマッチング
等を実施する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

研修資金貸与医師数 事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　地域中核病院や小児科・産婦人科で専門研修を行う医師や、
診療技術習得のために国内外で研修を実施する地域中核病院等
を支援することで、医師の県内定着率の向上と地域や診療科の
偏在の解消を推進することができた。
　令和４年度からは、救急医不足の解消に向け、医師研修資金
の貸与対象診療科に「救急科」を追加し、大分大学と連携し
て、救急医の確保、地域偏在の解消に取り組む。

[人]

(76) [人](0)

研修派遣医師数 目標値 3予算額 決算額
(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)

実績値 3
43,541 41,451

達成率 100.0%

共同研究参加市町村
数

目標値 3予算額 決算額

-3-



主要な施策の成果（事務事業評価）令和３年度実績【施策コード：Ⅰ－２－（３）】あ

No. 成 果 指 標 達成度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 評価

 ① 76,692 ③ 目標値 7 7 9

 ( H21 ～ ) ② 24,064 ④ 実績値 7 8 －

 [人] 達成率 100.0% 114.3% －

 目標値 3

実績値 3

達成率 100.0%

No. 成 果 指 標 達成度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 評価

 ① 19,115 ③ 目標値 8.0 8.0

 ( H24 ～ R3 ) ② 2,246 ④ 実績値 5.0 8.1

 [％] 達成率 137.5% 98.8%

 目標値 350

実績値 383

達成率 109.4%

No. 成 果 指 標 達成度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 評価

 ① 28,714 ③ 目標値 20 20 20

 ( H17 ～ ) ② 20,328 ④ 実績値 20 20 －

 [病院] 達成率 100.0% 100.0% －

 目標値 365

実績値 365

達成率 100.0%

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　労働時間短縮に向けた体制整備や分娩手当支給、短時間正規
雇用の導入等を行う医療機関を支援することで、医師の離職防
止や産育休から復帰しやすい環境づくりを進めることができ
た。
　今後は、医療機関に対して、女性医師復帰支援プログラムや
働き方改革関連法に基づく労働時間短縮計画の作成を支援し、
より働きやすい環境づくりを推進していく。

[機関]

分娩手当の助成を
行った分娩取扱医療
機関等数

目標値 28予算額

医療機関医師等支援事業 ①勤務医の労働時間短縮に向けた体制整備事業
　　ICTを活用したカンファレンス用会議システムの構
　築や看護師の特定行為研修受講への助成
　　（補助率2/3～10/10、３機関）
②産科医等確保支援事業
　　分娩手当を支給する分娩取扱機関への助成
　　（補助率1/3、28機関）
③女性医師短時間正規雇用支援事業
　　代替医師雇用経費の助成
　　（補助率1/6～1/2、４件）
④救急医療研修支援事業
　　救急医の負担軽減を目的とした救急医以外の医師
　に対する救急対応向上研修への助成
　　（補助率2/3、２件）

20,122 短時間正規雇用支援
事業対象女性医師数

Ａ医療政策課 10,464

　質の高い医療人材を確保するため、医療機
関の勤務環境の改善や女性医師の職場復帰、
救急医の負担軽減を図る取組等を支援する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

10

労働時間短縮に向け
た体制整備事業を
行った医療機関数

(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)
実績値 28

175,670 133,302
達成率 100.0%(27,133) (0) [機関]

決算額

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

11

看護職員就業・定着促進事業 ①新人看護職員研修事業
　・新人看護職員研修や医療機関受入研修に対する
　　助成（補助率1/2、35件）
　・臨床研修実地指導者の養成研修（２回）
②看護の地域ネットワーク推進事業
　　各保健所単位で設置し、医療機関・介護施設等の
　看護管理者で構成する推進会議による交流研修の開
　催（８回）
③プラチナナース生き活きプロジェクト推進事業
　　プラチナナースなどの再就業の支援
④病院見学ツアーや就職相談イベントの実施
　　県内中小規模病院等への就職を促進するため、県
　内外の看護学生を対象にした病院見学バスツアーや
　県拠点施設dot.(福岡県)における就職相談イベント
　を開催

627

　新人看護職員や実地指導者を対象とした研修等により、リアリ
ティショックの軽減を図ることができ、新人看護師の離職率は、目
標をほぼ達成できたものの、昨年度と比べ上昇する結果となった。
　コロナ禍で学生時に十分な実習ができず適正不安を理由に離職す
る職員が多いことから、令和４年度からは、「看護職員確保総合対
策事業」に組替え、採用された新人についての情報を医療機関が養
成所に確認し、職場研修に活用できる体制を整備するなど、看護師
確保対策の一層の強化に努める。

[人]

看護の地域ネット
ワーク推進会議延べ
参加施設数

目標値 200予算額 決算額

新人看護職員離職率
（新人看護研修参加
医療機関） Ｂ医療政策課 324

　看護職員の確保と離職防止を図るため、新
人看護師の職場研修への支援や圏域ごとの看
護師の交流研修の開催、プラチナナース（医
療現場等で豊富な経験を蓄積してきた退職看
護師）の再就業を支援するとともに、就職促
進イベントを開催する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

新人看護職員研修受
講者数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

達成率 111.0%(0) (0) [施設]

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

12

(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)
実績値 222

23,866 22,312

(うち国庫支出金)
実績値

精神科救急医療システム整備事業 ①精神科救急医療体制確保
　　夜間・休日における緊急の受診が必要な患者の受
　入体制の確保
　（委託先：大分県精神科病院協会）

②精神科救急情報センター設置・運営
　　夜間・休日における精神医療相談対応等
　（委託先：民間コールセンター）

③身体合併症救急医療体制整備
　　24時間365日対応可能な身体合併症患者の受入体制
　の整備
　（委託先：大分大学）

④大分県精神疾患医療連携協議会
　　精神科救急医療体制の強化・充実に関する検討

12,101 当番病院体制協力病
院数

Ａ障害福祉課 526

　精神科医療を必要とする患者やその家族
が、安心して日常生活を過ごせる環境を整え
るため、夜間・休日の電話相談や身体合併症
患者の受入体制の整備等を行う。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

精神科救急情報セン
ター開所日数

365
61,701 61,669

達成率 100.0%(0) (27,213) [日]

決算額
(うち翌年度繰越額)

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　民間精神科病院の輪番制による救急医療体制を確保するとと
もに、精神科救急情報センターによる休日・夜間の電話相談体
制や身体合併症患者の受入体制を整備したことで、全ての案件
について対応することができた。
　上記体制が適切に機能するよう、今後も関係機関と連携し、
精神障がい者やその家族が安心して日常生活を過ごせる体制の
確保を図る。

[日]

身体合併症医療体制
整備日数

目標値 365予算額

-4-



主要な施策の成果（事務事業評価）令和３年度実績【施策コード：Ⅰ－２－（３）】あ

No. 成 果 指 標 達成度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 評価

 ① 30,968 ③ 目標値 120 120 120

 ( H30 ～ ) ② 6,709 ④ 実績値 169 135 －

 [人] 達成率 140.8% 112.5% －

 目標値 540

実績値 547

達成率 101.3%

No.

 

 ( H8 ～ )

 

 

No.

 

 ( H29 ～ )

 

 

実災害に対応又は実
動訓練に参加した大
分DMAT隊員数 Ａ医療政策課 467

　災害医療体制の充実を図るため、災害・事
故現場で救命措置等を行う災害派遣医療チー
ム（DMAT）等に対して研修を実施するととも
に、医療機関の設備整備を支援する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

大分DMAT隊員数 事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　大分DMAT隊員養成研修及び技能維持研修の実施により、隊員
の確保と技能向上につなげることができた。(大分DMAT隊員数：
R2 494人→R3 547人）
　また、医療機関の設備整備を支援することで、災害時の医療
提供体制の強化を図ることができた。
　今後は、これらの取組を継続するとともに、地域における災
害医療コーディネート体制の充実を推進する。

[人]

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

13

災害医療体制整備推進事業 ①NBC災害・テロへの対応
　　NBC（核・生物剤・化学剤）災害及びテロ発生時に
　必要な機器整備に対する助成（補助率10/10、１機
　関）
②大分DMATの体制整備
　・隊員養成研修の実施（１回、42名受講）
　・技能維持研修の実施（１回、29名受講）
③医療施設の耐災害性強化
　　浸水対策や非常用自家発電装置などの整備に対す
　る助成（補助率1/3、４機関）
④災害医療従事者の育成
　・災害医療従事者研修の実施（１回、63名受講）
　・広域災害救急医療情報システム(EMIS)操作研修の
　　実施（２回、75名受講）
　  ※EMIS：災害発生時における医療機関の被災状況
　　　等を迅速に把握するためのシステム
　　 （Emergency Medical Information System）

3,423

(73,868) (19,015)

(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)
実績値

145,505
41,567

(3,423)

(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

14

難病特別対策推進事業 ①難病相談・支援センター事業
　　難病患者等の療養生活における相談・支援、研修会の開催、患者会支援
②重症難病患者医療ネットワーク事業
　　重症難病患者の入院施設の確保
③難病患者地域支援ネットワーク事業
　　保健所・地域の医療機関・市町村等の連携による在宅療養支援、患者会による家庭相談員事業
④難病患者等ホームヘルパー養成研修事業
　　難病患者等のニーズに対応したホームヘルパーの養成

　保健所での指定難病医療費助成の申請時の相談、難病相談・
支援センターにおける相談等を契機に、医療機関、地域の関係
機関、市町村と連携し、人工呼吸器装着難病患者などの重症入
院患者が在宅で療養するための支援計画を策定し、患者やその
家族の不安の軽減や安定した在宅療養の継続に寄与している。
　在宅療養支援計画策定件数は、コロナ禍の影響もあり、昨年
度と同程度の件数だったが、患者・家族への相談対応、訪問指
導等の支援を継続して実施した。

健康づくり支援課

  難病患者に対し、地域における受入病院の
確保を図り、在宅療法上の適切な支援を行う
とともに、相談、支援、交流活動、就労支援
などを行う拠点病院を設置することによっ
て、安定した療養生活の確保と難病患者及び
その家族の生活の質の向上を図る。

10,820 9,115

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　令和３年度は、昨年度に引き続き新型コロナウイルス感染症
の影響により、県内の骨髄バンクドナー登録者数は例年よりも
少なかったが、ＪＲ大分駅前での街頭キャンペーンなど、10月
の推進月間を中心に実施した普及啓発活動により周知を図るこ
とができた。また、新たに登録説明員が１名認定された。
　引き続き、骨髄バンクドナー登録の拡大を図るため、普及啓
発活動や登録説明員の養成に努める。

(0) (5,347)

目標値
予算額 (うち繰越事業費)

決算額

達成率

(0) (0)

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容

主 な 事 業 内 容

15

骨髄移植ドナー支援事業 ①骨髄移植ドナー助成費補助事業
　　骨髄等を提供したドナー及びドナーが従事する事業所に対し助成した市町村への補助
　 （補助率1/2）

②登録説明員養成事業
　　ドナー登録受付や呼びかけを行う登録説明員の養成

健康づくり支援課

  骨髄移植等の一層の推進を図るため、骨髄
移植ドナーの負担感軽減と企業の取組を促進
することにより、ドナー登録者の拡大と骨髄
等を提供しやすい環境を整備する。

予算額 決算額
(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費

予算額 決算額

1,198 363
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主要な施策の成果（事務事業評価）令和３年度実績【施策コード：Ⅰ－２－（３）】あ

No. 成 果 指 標 達成度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 評価

 ① 1,477,334 ③ 目標値 1,337 1,283 1,281

 ( S54 ～ ) ② 481 ④ 実績値 1,204 1,249 －

 [人] 達成率 90.1% 97.3% －

 目標値 83.3

実績値 92.9

達成率 111.5%

121.0予算額 決算額

紹介率(他医療機関か
らの紹介患者数/初診
患者数)

131.4
1,477,816 1,477,815

　質の高い医療を県民に提供するため、県立
病院の高度・専門・政策医療の運営や、施設
等の改良に要する経費に対し、負担金を交付
する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費

　新型コロナウイルス感染症患者対応の看護師を確保するため、病
床を一部縮小したこと等により、１日あたりの患者数は目標を達成
できなかったが、重症度の高い患者の治療を行い、感染症指定医療
機関としての役割を果たした。また、感染拡大時においても、これ
までの経験を活かし、救急医療を含む一般医療との両立を図った。
　今後も、医療機能の充実や良質な医療提供体制の確保を図るとと
もに、新たな感染症に対応するための人材育成や体制構築を進め
る。

[％]

逆紹介率(他医療機関
へ紹介した患者数/初
診患者数)

目標値

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

16

(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)
実績値

１日あたりの患者数

Ｂ医療政策課

県立病院対策事業 ①県立病院負担金
 　 県の保健衛生事務や、がん診療、救急医療などの
　高度・専門医療、急性期医療等に必要な経費につい
　て、地方公営企業法に基づき、病院事業会計に対し
　て一般会計から負担金を交付

②運用利息積立金
    大分県立医療施設整備基金に係る運用利息の積立

達成率 108.6%(0) (0) [％]
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